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す。全ての資料を附属図書館に保管し、その原本 （センター長 田中 耕司）
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よび研究員については地域研の HP をご覧ください。 
地域相関研究部門 
田中 耕司（たなか こうじ）教授 
修士（農学, 京都大学, 1972） 
東南アジア地域研究；熱帯農学；熱帯環境利用論 
『岩波講座 「帝国」日本の学知 第 7 巻 実学としての
科学技術』（編著, 2006）；「根栽農耕と稲作―『個体』の農
法の視点から」『イモとヒト』（2003）；Kemiri (Aleurites 
moluccana) and Forest Resource Management in Eastern 
Indonesia: An Eco-historical Perspective.『アジア・アフリカ
地域研究』（2002） 
デ ヨン, ウイル （DE JONG, Wil） 教授 
Ph.D. （ Agricultural Sciences, Wageningen Agricultural 
University, The Netherlands, 1995） ; M.A.（Tropical and 
Temperate Sylviculture, Wageningen Agricultural University, 
The Netherlands, 1984） 
Natural Resource Governance in Tropical Forest Regions；
Natural Resource Management；Development Studies 
Extreme Conflics and Tropical Forests（共編著, 2007）；The 
Social Ecology of Tropical Forests: Migration, Population and 
Frontiers（共編著, 2006）；Conflicts on the Way to Communal 
Forest Management in Northern Bolivia. Forest Policy and 
Economics（共著, 2006） 
阿部 健一（あべ けんいち）准教授 
修士（農学, 京都大学, 1987） 
相関地域研究；環境人類学；熱帯林研究 
Extreme Conflict and Tropical Forests（共編著, 2007）；The 
Social Ecology of Tropical Forests: Migration, Population and 
Frontiers（共編著, 2006）；The Political Ecology of Tropical 
Forests in Southeast Asia: Historical Perspectives（共編著, 
2003） 
帯谷 知可（おびや ちか）准教授 









村上 勇介（むらかみ ゆうすけ）准教授 
修士（国際学, 筑波大学, 1991） 
ラテンアメリカ政治研究；政治学；国際関係論 
La era del Chino: la política no institucionalizada y el pueblo 
en busca de un salvador （2007） ； 『フジモリ時代のペ
ルー―救世主を求める人々、制度化しない政治』（2004）； 
Sueños distintos en un mismo lecho: una historia de 
desencuentros en las relaciones Perú-Japón durante la década 
de Fujimori（2004）  
小森 宏美（こもり ひろみ） 助教 







押川 文子（おしかわ ふみこ）教授 
修士（歴史学, お茶の水女子大学, 1977）；M.A.（History, 







林 行夫（はやし ゆきお）教授 
博士（人間・環境学, 京都大学, 2001）；修士（文学, 龍谷
大学, 1981） 
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国内客員教員 東南アジア大陸部民族誌学；文化人類学；宗教社会学 
Practical Buddhism among the Thai-Lao: Religion in the 
Making of Region（2003）；Inter-Ethnic Relations in the Making 
of Mainland Southeast Asia and Southwestern China（共編著, 
2003）；『ラオ人社会の宗教と文化変容―東北タイの地域・
宗教社会誌』（2000） 
臼杵 陽（うすき あきら）教授 
日本女子大学文学部教授 
修士（国際学, 東京大学, 1984） 
中東地域研究；パレスチナ／イスラエルを中心とする中東
現代史 
山本 博之（やまもと ひろゆき）准教授 Population Movement beyond the Middle East: Migration, 
Diaspora and Network（共編著,2005）；『世界化するパレス
チナ／イスラエル紛争』（2004）；Islam in the Middle Eastern 
Studies: Muslims and Minorities （共編著 ,2003 ）； State 










リ ム 同 胞 団 の 成 立 と そ の 初 期 の 活 動 に つ い て 」
『ODYSSEUS』（2003） 
貴志 俊彦 （きし としひこ）教授 
篠原 拓嗣（しのはら たくじ）助教 












原 正一郎 （はら しょういちろう）教授 
博士（医学, 東京大学, 1987）；修士（医科学, 筑波大学, 
1983）  
医療情報学；デジタルアーカイブ；地域情報学 
関野 樹（せきの たつき）准教授 
総合地球環境学研究所准教授 
博士（理学, 京都大学, 1998）；修士（理学, 信州大学, 1993）  
陸水学；生態学；情報学 「健診情報ための電子的交換規約」『情報知識学会誌』（共
著, 2003）；Resource Sharing System for Humanity Researches. 
Proc. Third Int. Conf. on Language Resources and Evaluation
（共著, 2002）；「国文学支援のための SGML/XML データ
システム」『情報知識学会誌』（共著, 2002） 
Application of knowledge management to environmental 
management projects: A case study for lake management. 
Lakes Reserv.（共著, 2006）；Diagrammatic representation of 
environmental monitoring data. Korean J. Limnol.（共著 , 
2005）；「鉛直分布」「個体群」「個体群動態」ほか３項目『陸
水の事典』(2005) 柳澤 雅之（やなぎさわ まさゆき）准教授 
博士（農学, 京都大学, 2000）；修士（農学, 京都大学, 1994） 
高松 幸司（たかまつ こうじ）准教授 農業生態学；ベトナム地域研究；東南アジア大陸山地部の
土地利用変化 
『京大式フィールドワーク入門』（代表執筆 , 2006）；
Fund-Raising Activities of a Cooperative in the Red River 
Delta: A Case Study of the Coc Thanh Cooperative in Nam 




















































































  本複合共同研究ユニットは以下の 4 つの個別共同
研究ユニットから構成されます。 
・「イスラム教圏東南アジアにおける社会秩序の構築
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  この複合共同研究ユニットでは、以下の 3 つの個
別共同研究ユニットが進められています。 
・「Transborder Natural Resource Governance」（平































































  この複合共同研究ユニットには、以下の 4 つの個
別共同研究ユニットがあります。 
・「生物多様性をめぐる地域コミュニティと国際社
会」（平成 18～19 年度、代表：阿部健一） 
・「東南アジア大陸部における資源管理国家体制の比
較」（平成 18～19 年度、代表：柳澤雅之） 
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書 1801-1986、上院文書 1801-1922）の原本集成約 1
万 2 千冊を公開しています。 
 
英国議会資料とは？：近代世界の「情報庫」 
















































































2006 年 11 月 21 日、京都大学附属図書館にて、「京セラ文庫『英国議会資料』」開設式が行われ、
資料の一般公開がはじまりました。以下は、ご案内の文章と、開設式の様子です。 
 
『英国議会資料』は、19 世紀から 20 世紀にかけて英国議会に提出された各種文書・統計・地図な
どを集めたものです。大英帝国の歴史を知るためには欠くことのできない貴重な史料ですが、世界に







































































































































に、"Mediating for Sustainable Development"（フランス政府
と共催：於愛知万博） “Biodiversity for Community 













されました。セッションのタイトルは“Biodiversity for Community 











ソーシアム（Japan Center for Area Studies, JCAS）です。2006

































































  （柳澤雅之） 
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Murakami, Yusuke. 2007. “Perú en la era de 
Fujimori: la política no institucionalizada y el 
pueblo en busca de un Salvador”, Instituto de 
Estudios Peruanos 
 
Deanna Donovan, Wil 
de Jong, ABE Ken- 
ichi. 2007. “Extreme 
Conflict and Tropical 
































A. Meza, C. Sabogal, W. de Jong. 2006. 
“Rehabilitación de áreas degradadas en la Amazonia 
peruana: Revisión de experiencias y lecciones 
















K. Evans, S. J. Velarde, R. P. Prieto, S. N. 
Rao, S. Sertzen, K. Davila, P. Cronkleton, 
and W. de Jong. 2006. “Field Guide to the 
Future: Four Ways for Communities to 
Think Ahead”, CIFOR, ASB; ICRAF, 
Millennium Ecosystem Assessment. 
W. de Jong, Do Dinh 




realities and futures”, 
CIFOR 
 
CIAS Discussion Paper Series を公開しました 
 地域研の教員や研究員などの研究成果や共同研究の成果を、迅速に公開することを目




No. 1 Fumiko Oshikawa ed., Enduring States: Considering States in Light of Nations 
and Ethnic Groups. 2007. 
No. 2 Yusuke Murakami ed., Después del Consenso de Washington: dinámica de 
cambios político-económicos y administración de recursos naturales en los 
países andinos. 2007.  











国際ワークショップ“Building East Asian Networks 


































国際ワークショップ“South Asian Studies in East 
Asia: Toward Future Co-operation” 
 2007 年 3 月5 日、日本南アジア学会との共催により地
域研会議室で開催された本ワークショップでは、韓国か




















に終了しました。             （田中耕司、押川文子） 
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掲載日（予定） 対象国・地域 記事のタイトル 執筆者 
5 月18日 インドネシア 地震に揺れる古都 山本博之 
5 月25日 インドネシア 津波被災者からの伝言 山本博之 
6 月 1 日 インドネシア インドネシアのやくざ考 岡本正明 
6 月 8 日 インドネシア インドネシアの自治あれこれ 岡本正明 
6 月15日 インドネシア 作物で緑化－熱帯林保全と地域住民 田中耕司 
6 月22日 インドネシア 森はだれのもの? 島上宗子 
7 月 6 日 インドネシア コーヒーはいかがですか 阿部健一 
7 月13日 マレーシア 熱帯雨林の国境から目の高さで国家を考える 石川登 
7 月20日 フィリピン グローバル時代の家族（母親不在家族）：電話の向こうのお母さん 石井正子 
7 月27日 フィリピン 建築遺産 星条旗の下で 山口潔子 
8 月 3 日 フィリピン 『奇跡の聖ヨセフ像』のご利益がある村・ルソン島南部 藤井美穂 
8 月10日 ベトナム お隣はどこの人？ 柳澤雅之 
8 月17日 カンボジア 今になって過去の清算？ 小林知 
8 月24日 タイ クーデターの夜（上） 林行夫 
8 月30日 タイ クーデターの夜（下） 林行夫 
9 月 7 日 中国 格差:夜の学校 安達真平 
9 月14日 インド 教育する家族： 頭脳立国インドの教育事情 押川文子 
9 月21日 ウズベキスタン  （未定） 帯谷知可 
9 月28日 イラン この国をどう思います？ 阿部健一 
10月 5 日 パレスチナ パレスチナのユダヤ人 池田有日子 
10月12日 エストニア 消える国境の村 小森宏美 
10月19日 ペル  ー フジモリはどこに行った 村上勇介 
10月26日 コンゴ 焼畑は熱帯雨林を破壊しているか 木村大治 
11月 2 日 コンゴ 投擲的発話: アフリカの声の世界 木村大治 
11月 9 日 アフリカ アフリカ農業はなぜ『貧しい』のか？環境と遺伝子 荒木茂 
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コメント：（1）黒崎 卓 氏（一橋大学経済学研究所） 
（2）勝間 靖 氏（早稲田大学大学院アジア太平洋研究科） 
国際シンポジウム 
“Transbounder Natural Resources Manage- 
ment ” （Tentative title） 
開催日：12月5～6日（水・木） 
国際シンポジウム 場所：京都大学百周年記念館国際交流ホールⅠ 
http://www.kyoto-u.ac.jp/access/kmap/map6r_y.htm “Forest stewardship and community empower- 
主催：地域研究統合情報センタ  ーment: Local commons in global context” （経験






 発行：〒606-8501 京都市左京区吉田本町 
 京都大学地域研究統合情報センタ  ー
 TEL: 075-753-9603  FAX:075-753-9602 
 http://www.cias.kyoto-u.ac.jp/ 
 編集：柳澤 雅之 
 共催：東京大学・農学部、龍谷大学・アフラシア平和開
発研究センタ  ー  
趣旨：森林のもつ多面的機能は、森林を、誰のものでも
あり誰のものでもある「総有」とすることで、最大限生
かされるという考えがある。新しい考えではなく、むし
ろかつての世界の多くの森林は、いわゆる「共有林」で
あった。 
 
 
 
 
本シンポジウムでは、この「共有林」を、今日的な文
脈のなかでどのように維持し活用してゆけばいいのか議
論したい。 
 
 
 共有林の維持と持続可能な利用には「健全」な地域社
会（コミュニティ）の存在が不可欠である。その地域社
会のありかたは、それぞれ異なる。そのため、インド、
メキシコ、中国、東南アジア、アフリカなどさまざまな
地域での共有林の実態を、まず報告してもらう。そのう
えで、世界的な共有林のあり方のイメージ、グローバル・
コモンズに通じる発想、を共有できればと考えている。 
最後の一枚 
 
 
 
 
 
 （プログラム等詳細は確定次第ＨＰで案内します） 
地域研究コンソーシアム年次集会企画シンポジウム 
「地域理解・分析と技術移転の接点－地域研究
者が「はまる」「みる」「うごかす」文脈を共有
する－」（仮題） 
マレーシア・オランアスリの村にも近代化の波が押し寄せてきて
います。熱帯の森の中にあり、ヤシの葉で葺いただけのこの簡易
な作りの家の中にはテレビがあります。われわれ地域研究者は、
この現実をどう理解すればよいのか、そしてさらに一歩進んで、
われわれにできることは何なのかを考える必要があります（科研
「地域研究におけるメディエーションの実証的研究」より）。 
開催日：2007年11月10日（土）15：00～17：00 
場所：東北大学片平さくらホール2階会議室 
〒980-8577 仙台市青葉区片平二丁目1-1 
